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令和元年度第１回 八幡薬剤師会学術研修会開催のお知らせ

平素より、本会事業にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　今回は、下記の内容で研修会を開催いたします。
参加されます方は5月20日までにFAX(661-1066)にてお申込み下さい。会場の都合上、参加多数の場合は締切日以降の受付･当日受付は致しませんのでご了承下さい。急な欠席の場合は、当日17時までに八幡薬剤師会までご連絡下さい。
このお知らせは当会ホームページに掲載しております。

記
日　　時　　令和元年5月23日（木）　19時30分～
　　　　　　　　場　　所　　健康医療福祉研修会館
演　　題　　在宅における管理栄養士の役割
講　　師　　公益社団法人福岡県栄養士会　北九州支部　
支部長　長江紀子先生
会　　費　　正会員（Ａ会員･B会員･賛助会員）:　無料　
他地区会員：500円　
　　　　　　　　　　　　　　注意:　会員カードを持参しない場合、非会員扱いとなります。
非会員（正会員以外全て）：3,000円
	 ※研修会登録者（八幡の会員薬局勤務薬剤師で非会員）：20,000円／年
　 4/1より新年度となりますので、研修会登録料は新規でお申込み下さい。


　　　　　　　　日本薬剤師研修センター研修単位　　1単位

要旨
国は、2025年(平成37年)を目途に、高齢者の尊厳と自立生活の支援の目的のもと可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、地域包括ケアシステムの構築を促進している。
高齢者が地域で暮らし続けることができるためには、医療・介護・予防の地域支援が一体とする構築が重要で、特に、高齢者が住み慣れた地域でQOLを保ち暮らし続けていくためには「食べること」への支援、地域社会における栄養・食生活支援体制の整備が欠かせない。「食」の充実こそが、明日の生きる力を引き出すとともに、終末期に向かってなだらかな下降線をたどる身体と心の支えとなっているといっても過言ではない。在宅療養の一人暮らしや高齢者夫婦世帯の増加を考えれば、本人や介護者に対して直接的な栄養・食生活支援が重要で、管理栄養士が在宅に積極的にかかわる必要性がある。このような現状の中で平成28年度から3年間、北九州の委託事業を受け、管理栄養士による在宅患者への訪問栄養食事指導を実施してきた。
この事業で得た実績を通じて、在宅療養に携わる家族や多職種移間の連携の中で栄養管理の必要性について述べさせていただきたいと思う。
また、訪問栄養士がかかわることの意味は大きいことが示唆されたこといから、地域における栄養支援について考えていきたいと思います。
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